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【安全情報１２月分】当地報道より、殺人、強盗事件や自然災害など、１２月に報じられた

皆様の安全に係わる情報の概要をお知らせしています。 

 

１ 新型コロナウイルスについて 

各国・地域における新型コロナウイルスの感染状況 

https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/country_count.html 

各国・地域における新型コロナウイルス感染症に係る入国制限措置と入国後の行動制限措置に関する状

況 

https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/pdfhistory_world.html 

 

２ 当国観光地における治安の悪化について 

 当国観光地（リモン県タラマンカ市プエルトビエホ）において、トゥクトゥクタクシーに乗車していた

外国人観光客が性的暴行事件の被害に遭ったことが報じられております。その他にも、現地では観光客

に対する置き引き、強盗等が多発しており、治安の悪化が見られます。当地へ観光で行かれる際は、身の

安全を守る行動を取るようにして下さい。 
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●サンホセ県 

「２５歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月４日午後、デサンパラドス市で、２５歳の男性が車内で銃で２発撃たれて死亡しているのが発

見された。同乗者の男性も銃で撃たれてけがを負った。 

  

「３４歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月３日午後９時半、デサンパラドス市で、兄弟（３３、３４歳）と女性（３３歳）がレストラン

から出てタクシーに乗ろうとしたところ、徒歩で近づいてきた男２人にいきなり銃で撃たれた。３４歳

の男性は死亡、他２人は重体。亡くなった男性には前科があった。 

 

「４２歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月１１日 同日午前３時、サンホセ市で、４２歳の男性が他の男と口論になり、銃で撃たれて殺

された。また、同日午前２時には、同県ティバス市で、女性の刺殺遺体が発見された。被害者の身元は分

かっていない。 

 

「タクシー運転手、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月１２日午前１時、サンホセ市で、タクシー運転手が複数の男性と口論になり、銃で撃たれて殺

された。口論の原因は不明。 

 

「５７歳の経営者、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

１２月１５日午後１０時、ゴイコエチェア市の商店に、犯人２人がやって来ていきなり銃で経営者（５

７歳）と妻（５８歳）を撃って逃走した。経営者の男性は死亡、妻はけがを負った。 

 

「３４歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月２０日午前７時４８分、サンホセ市の住宅にバイクで乗り付けた男２人が押し入り、３４歳の

男性を銃で２０発以上撃って逃走した。被害者は間もなく死亡した 

 

「４６歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月２２日午後９時半、アセリ市で、タクシーの助手席に乗っていた４６歳の男性が、バイクで近

づいてきた男２人に銃で撃たれて殺された。 

 

●リモン県 

「３４歳の男性、２６歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月６日午前５時、リモン市で、３４歳の男性が銃で撃たれて殺された。被害者は交差点でバイク



を一時停止したところを車に乗った複数の男に銃で撃たれた。また、５日夜には、同県マティナ市で、２

６歳の男性が銃で撃たれ、近くの民家に助けを求めたものの間もなく死亡した。 

  

「１トンのコカインを押収」（麻薬密輸事件） 

 １２月６日朝、リモン市の中心地にある土地に埋められていた１トンのコカインが掘り起こされ押

収された。５日に匿名の通報が入り、警察が現場を訪れたところ、そこにいた２１歳の男性が逃走しよう

としたため逮捕された。その場所に重機で掘り起こされた跡が見られたため、翌日調べたところコカイ

ンが発見されたという。 

 

「２０歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月８日夜、ポコシ市の空き家で、２０歳の男性が銃で撃たれて殺された。 

 

「７人の強盗犯逮捕される」（強盗事件） 

 １２月９日、シキーレス市で、住宅や工場、店舗に押し入り、銃で脅して強盗を繰り返していたグルー

プが摘発され、７人が逮捕された。 

 

「１３歳の少女、刃物で刺されてけが」（傷害事件） 

 １２月１１日午前１０時、タラマンカ市で、１３歳の少女が４１歳の男性に刃物で刺されてけがを負

った。被害者は加害者の親族だというが、家族関係は明らかにされていない。加害者は自宅に戻り自殺を

試みたが失敗に終わったという。 

 

「コンテナの冷蔵装置部分から麻薬を押収」（麻薬密輸事件） 

 １２月１２日及び１３日、リモン市のＡＰＭターミナル港に陸路で運ばれたコンテナの冷蔵装置部分

から、それぞれ１１０キロのコカインが発見された。コンテナには青果が入っており、ベルギーに送られ

る予定だった。コンテナの冷蔵装置部分にコカインを隠す手口は、数年前までよく使われていたが、スペ

ースがなく少量のコカインしか隠せないこと、またよく使われる手口で発見されやすいため、最近は使

われていなかったという。 

  

「３７歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月１３日午後９時、ポコシ市のバーの中で銃の撃ち合いが起き、３７歳の男性が死亡、２５歳の恋

人女性がけがを負った。また、２５歳の男性も銃弾を受けて重体だという。犯人は２人で、発砲後バイク

で逃走した。 

 

「４６歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 



 １２月１７日、リモン市の海岸で、４６歳の男性が犯人２人に銃で撃たれて殺された。被害者は後ろか

ら頭部を銃で撃たれたという。 

 

「７７歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月２１日夜９時４０分、ポコシ市にある７７歳男性の自宅に、６人の覆面をした強盗犯が押し入

った。男性の他にも複数の者が家の中におり、犯人に立ち向かおうとしたところ、犯人が発砲、銃弾が男

性に当たって死亡した。その後、犯人は何も盗らずに逃走した。他にけがをした者はいなかった。 

  

「３１歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月２７日、リモン市の道路で、３１歳のニカラグア人男性が銃で撃たれて殺された。 

 

●プンタレナス県 

「３７歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月１０日午後３時５１分、プンタレナス市で、３７歳のニカラグア人男性が銃で撃たれて殺され

た。容疑者２名は逮捕された。 

 

「１８歳と２４歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月２７日午前３時、プンタレナス市のバーで、異なるグループのメンバーが口論となり、その

後、バーの外で銃の撃ち合いに発展した。男性２人（１８、２４歳）が銃弾を受けて死亡、１人がけがを

した。 

  

「４８歳の女性、遺体で発見」（殺人事件） 

 １２月２７日午後３時、ゴルフィート市の空き地で、４８歳の女性が遺体で発見された。被害者の手

は縛られていたという。被害者はレストランの近くで路駐車の見張りをする仕事をしていた。 

 

「２９歳の男性、刺殺遺体で発見」（殺人事件） 

 １２月２８日午前７時、コレドーレス市の池で、２９歳男性が刺殺遺体で発見された。被害者の手は

有刺鉄線で縛られていた。この男性は１２月２６日より行方不明になっており、２７日夜には被害者の

車が近くで発見されていた。 

 

●アラフエラ県 

「スーパーマーケットに強盗」（強盗事件） 

 １２月１９日午後８時過ぎ、アラフエラ市のスーパーマーケットが強盗の被害に遭い、酒や現金約１

００万コロンが盗まれた。犯人は逃走途中ガソリンスタンドに寄ったところを、警察に逮捕された。犯人



は４人だった。 

 

「３１歳の男性、刺殺遺体で発見」（殺人事件） 

 １２月２８日午前３時、サンラモン市の道路で、３１歳男性の刺殺遺体が発見された。 

 

「３７歳の男性、刃物で切られて死亡」（殺人事件） 

 １２月２９日午前７時、サンカルロス市の道路で、３７歳の男性が刃物で首を切られて死亡している

のが発見された。 

 

●エレディア県 

「マリファナ入りブラウニーを密売し逮捕」（麻薬密売事件） 

 １２月８日、サントドミンゴ市及びバルバ市で、２７歳の男２人がマリファナ入りのブラウニー、ク

ッキー、ケーキを作って密売していた容疑で逮捕された。 

 

「６１歳の警察官、強盗犯に撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月２３日、サンタバルバラ市のスーパーマーケットに若い強盗犯４人が押し入り、銃で脅して店

の売上金８０万コロン、客や店員の所持品を奪おうとした。通報を受けた６１歳の警察官が駆け付けた

ところ、犯人の１人に銃で撃たれて殺された。その後、他の警察官も駆け付け店を囲んだが、犯人が警察

官に向かって発砲したことから銃の撃ち合いになった。犯人１人（２２歳）が死亡、２人（２３、２６歳）

がけがを負った。なお、犯人の１人は逃走しており、この犯人が死亡した警察官を撃った模様。 

 

「３０歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月３１日午後４時、サンラファエル市の道路で、２１歳の男性が３０歳の男性と口論になり、自

宅に銃を取りに戻った後、３０歳の男性を銃で撃って殺害した。犯人は間もなく逮捕された。 

 

●カルタゴ県 

「１９歳の男性、頭部を強打され死亡」（殺人事件） 

 １２月８日、ラウニオン市で、１９歳男性の遺体が発見された。被害者はニカラグア人男性で、頭部

を強打された跡が見られた。 

 

「学校に泥棒が入る」（盗難事件） 

 １２月２０日夜から２１日朝にかけて、エルグアルコ市の学校に泥棒が入り、タブレット２０台、プ

ロジェクター３台、ノートパソコン２台、現金２０万コロンが盗まれた。 

 



「２２歳の男性、銃殺遺体で発見」（殺人事件） 

 １２月２８日午前７時、カルタゴ市のコーヒー農園から２２歳男性の銃殺遺体が発見された。 

 

●グアナカステ県 

「３２歳の男性、銃で撃たれて死亡」（殺人事件） 

 １２月８日、ラクルス市の住宅内で、３２歳の男性が銃で撃たれて殺された。通報を受けた警察は、

間もなく容疑者４人を逮捕した。 

  

「３３歳の男性、刃物で刺されて死亡」（殺人事件） 

 １２月１１日午前２時半、カニャス市で、１９歳の男性と３３歳の男性が口論になり、前者が後者を

刃物で刺して殺害した。加害者は逮捕された。 

 

以上 

 

◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 
ＴＥＬ：（５０６）２２３２－１２５５ 
ＦＡＸ：（５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または yasuhiro.saito@mofa.go.jp（齋藤）まで 


